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I 

ま え が き 
 
 本研究会の 2011年～2013年度役員改選を 2011年 3月に予定しておりましたが，東日本大震
災の影響に伴い各学会が中止になったことは記憶に新しいことと思います。従いまして各種事
業報告・計画および役員改選案を幹事から提案させて頂き，郵送によりご承認を頂きました。
また，2012年度の在来家畜研究会総会においてあらためてこれら事業のご承認を頂き，役員改
選も実施いたしました。会員の皆様方におかれましては一連の事情をご配慮・ご承認頂きまし
たおかげで，研究会の運営を滞りなく進めることができました。この場を借り増して深く御礼
を申し上げます。 
 2011年～2013年度（2011年 4月より）の役員は，会長に筆者（万年）（神戸大学），庶務担
当に西堀（広島大学，再任），編集担当に山縣（名古屋大学，新任），会計担当に野村（東京農
業大学，新任）の 4 名で新しく幹事会を担うことになりました。会員の皆様方の調査研究活動
の推進にお役に立てるように尽力する所存ですので，今後とも御協力，御教示のほどをよろし
くお願いいたします。また，研究会の執行部を担うこの幹事会の他に，実際の新規研究や将来
の調査地を検討する委員会として企画運営員会を立ち上げました。この委員会のメンバーは規
約や選挙に縛られるものではなく，在来家畜研究を永続的に進めて行く上での実践委員会とし
ての役割を担っていただこうと考えています。会員の皆様方で研究会としての活動を行い，新
規研究などのご希望がある場合はぜひ参加して頂ければと思います。また，若手研究会員で本
研究会への参画方法がわからない方なども来て頂いて，話を聞いていただければと考えていま
す。現在のところ，この企画運営委員会は春の畜産学会大会開催時と秋の日本動物遺伝育種学
会開催時に委員会を予定しております。ご興味がある方は，万年か西堀までご連絡を頂ければ
幸いです。 
 在来家畜研究会報告 26号は，研究報告や現地調査記録など編集されています。これは研究会
の助成を受けたものそうでないものも含めまして，会員ごとに行った比較的小規模あるいは家
畜単位での調査結果をまとめたものです。 
 最後になりましたが，在来家畜研究会報告 26号の出版にあたり，財団法人名古屋畜産学研究
所から多大な援助をいただきました。ここに記して厚く御礼を申し上げます。 
 

万年 英之（会長） 
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